












































































































































考古学が明かす聖耆の真実』 （越後屋朗訳，教文館! 2009年) 133146頁・山
我哲雄「聖書時代史旧約篇！ （岩波書店、 2003年) 4952頁． 1両l 「古代イス
ラエル史研究の最近の争点から」 （~『聖書学論集36」 リトン"2004年) 12 18頁。
山我氏の報吉によれば， 鉄器時代1期に1'1央山地に出現した小集落群は防壁




























































































71 北博「~ヤハウェ」 「古代オリエント事典j (岩波書店､2004年) ,山我哲雄「ヤ















































色の髭をたくわえた偉大な知恵の老人であl) ， その言葉は賢く， その知
恵は永遠である。
9｣ EM.Cross, *~ThEC･uncilofYahw,ahinSEcondIsaiahJ' ノ｡"r"αIQ/w"rE"rer"sI"-
j"J2 ( 1953) ; idem,Ci"'4α""どん〃"1 fllldHEbrEwEPiC.Cambridge,MaSSaChu
















































'Ⅲ’ ウガリット文沓の現代語訳は, ~UgariticMythS,EPiCS,andLEgends' (tr.byH.L.
GinSberg)､ inIamesBPrilcharded,A"jEFIINErlrE"IEr〃淀xisREJ""1gmrﾉleOId7註一
m加EF1j, 3rd. editionwithSuPPlement,PrincetonUniversit)｢Pr,as5: Princeton>N.1.,






























!"rE.Chi(go､Califbmia: ScholarsPress, 1980､P.93. また~ ミルチア・エリアーデ
「世界宗教史I 石器時代からエレウシスの密儀まで（上)I (ちくま学芸文庫
2000年) 217,223頁も参照．
! Iz) MirceaEliadeetal,,TﾉIEErl9にﾉ●pedi"qj.Re/jgm",NewY･rk;Macmillan, 1987
( :DeusOtiosus'byMirceaEliade&LawrencEE､Sulliviln) .












































































( '‘’ 佐々木宏幹「シャーマニズム」 （巾公新沓、 1980年初版) 179 180頁参照．
16 特集










































ジュアルな表現まで現われる。 また， 山中の「二つの川の源， 二つの淵
の泉のただ中に」あるとされるウガリツト文書のエルの住居についての
描写は， エゼキエル耆28章1 19節の他， シオンの山／エルサレム神殿
へと転移きれてはいるが， エゼキエル書47=112節， 詩糊46"5節，
48編3節等，様々な箇所の表現にその痕跡が見られる{ !り'。更に‘エルの
' '7’ もっとも．七| ･人訳とシリア耐ペシツタ‘それに外典創世記にIよ「ヤハウェ」
という語はない］
IH 7節ではその前に「エル」がついて「ベテルのエル （エル‘ベテル)」 となっ
ているが~ ウルガタ シリア語ベシッタ． 一部のギリシア語訳にはこの諦か
欠けている．なお． マーク ・スミスによれば． シヘゞソダイはエルの称号では
なく ， エルと結び付けたのは聖沓記者の誤りである． とされる[}M.S. Smith,
⑪p.dt.，P､ 34．


































(サム下4: 4, 9: 12) と記されているが， 「恥の人」などという名があ
るはずもなく， 歴代誌ではそれぞれ「エシュバアル」 「メリブバアル」






















ていった。ヤム （海）やモト （死~） と戦い． 雨をもたらすバアルの激し
さは‘ そのまま歴史的戦いに転化され‘ 「天上の職|:の賢歌」 (Divine
WarriorHymn)の類型となった。 これによって元来の索朴な雌史的伝承
は．超越的典素が加えられて天上の戦士ヤハウェの地'．.への介入の出来
事として表現されることになった。 「デポラの歌」の! | 'にある土師記5





















































の神であることが確認されるのである （ホセ6： 3， エレ10: 13, ヨエ





若干の地名に名残があるのみであり （ヨシ15: 59. 19: 38) . アスタル
テも地名には使われているが（ヨシ9: 10, 12: 4, 13: 12, 申l : 4,




























約学研究第三号』 日本|日約学会． 2006年) 3637頁， 月本昭男「占代イスラ




















のではなく ， あくまで人間の女性を表わしている｢。そして， 太鼓による
勝利の祝祭は， 明確にアスタルテと関連づけられることは決してなく，
ヤハウェの勝利のために用いられ， 後にヤハウェの勝利の力の象徴と
なった（イザ30： 32． 詩68： 26等) ‘．すなわち， 太鼓は元来アスタル
テに関係のある勝利の象徴だったが,ヤハウェの勝利の力に転用された，
□~' ’ 津村俊夫「ヤハウェと彼のアシェラー古代イスラエルにおける一神教と多

















ヒ31 : 10)を除けば,すべてバアル（士2: 13)ないし複数形のベアリー
ム （士10: 6, サム上7: 34. 12: 10) と対になって， 部族連合時代の
イスラエルの内部問題として語られる。逆にこの時代のこととしてア
シェラの女性複数形のアシェロートが言及きれるのは，士師記3章7節



















が多い（王上14: 23, 王下17: 10, エレ17: 2, 他に申12: 3が「木の
下」のみ． 王F23: 14が「高き所」のみ）のに対して． 女性単数形の
用例では「木の下」への言及はl例もなく ． 「高き所」 とともに言.及さ
れる箇所もl例のみ（王下18: 4)で， それに代わってバアル（士
6‘ 2530‘王上16: 3233,王下17: 16, 21 : 3, 23: 4)ないしヤハウェ
(王1， 21 : 7, 23:67, 申16: 21)の祭壇の傍らに置かれていたことを








zH) W, F ･オールブライト 「古代パレスティナの宗教一ヤハウェとカナアンの









レ2： 27． ハバ2: 19, 申29: 16)。アシェラとアシェリームはどちらも
しばしば「石柱(massEbi)」 とともに言及きれ（前者はモト. 18: 4, 申
16: 21 22, 後者は王上14: 23. 王下17: 10, 23: 14, ミカ5: 12 l3,
申12: 3, 出34: 13) , このうちミカ書5章12 13節ではヤハウェが石
柱と偶像を「切I) (krt)｣, アシェリームを「引き抜< (ntj)」 と宣言す









哩引W･ F - 1･-ルブライト I考占学とイスラエルの宗教」 （小野､f幸山訳． 日





















































30 M.S,Smilh,Up.cit. ,pp. 126 I29 IIII一階1浬となるのは‘ エリヤの対決物語の
中で、 バアルの預言者に"| |えて‐簡所「アシェラの繭言昔」への; ;股かある
ことである Il1上18： 191しかし． これは文脈から月っていかにも小IゞI然で
あり． 後のilキ代の誤解による1,i加である可能性が強い□ BHS(BibliflHcbraicu
Stutt8flrtt)[1sii' )の指示は． この部分の削除であるⅧ この物語で問迦になってい
るのは． イゼベルがフェニキフ'からもたらした孔|丘iの神としての（7.ルだけ






















']' ’ フィリス・ トリプルI神と人間の修辞学フェミニズムと聖書解釈」 （河野
信子訳． ヨルダン社. 1989年) 92109頁“
(韮’ 詩編82編では~ 1節と6節で「神ﾑ'」 （エロヒーム） と呼ばれる存在が審
判を受ける， また． 1節には「エルの会議」 という表現もある。 これなどは．
カナンの表象枇界の言諦表現が濾過きれずに残った例であろう．



















淵｝ 同舎同論文112 113輿。 また，北博「エゼキエル沓28firI19節の場所的
表象」68頁も参照、
